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B営 林 技 術 に 関 す る 研 究

1自 然休 養林 に関す る基 礎的研究(⑳

予備 的考察 とその方法 について

青 木 尊 重・高 木 勝 久

この 研 究 の 目的 は、 自然 休 養林 を ど うい う場 所 に、 どの よ うな配 置 で 設 定 して い け ば よいか と

い う問 題 を一 般 の森 林 のrecreation現 象 を面 的 に と らえ て 、そ の地 域 的 な配 置 の 社 会的 尺 度 を

解 明す る こ と に ある。

今 回 の報 告 は 、rそ の 予 備的 な考 察 とそ の 方 法 に つ い て 」 で あ る。 予 備的 な考 察 と して は、 ま

ず 森 林recreationの 位 置 づ け 、次 にそ の 社 会経 済 的 な背 景、 な らび に森 林 の 公 益 的 機 能 の5点

につ い て 考 察 をお こな っ た。

こ こで は紙 面 の 都 合 上 、 「そ の 方 法 につ い て」 を 中心 に報告 したい 。

図 一1は 、 科 学 技 術 庁 資 源 調 査 会 が 昭和42年 に 出版 した 「自然 休養 地 と して の森 林 の 保 全 開

発 」 か ら抜 き 出 した 森 林recreationの 位 置 づ け で あ る。

図 一1recreationの 中 の 森 林recreation

「自 然 休 養 地 と し て の 森 林 保 全 開 発 よ り」



こ の 図 に よ る と 、 外 側 に τecreationが あ る 。recreationea、outdoorとindoorに ま ず 分

け られ る 。za**recreationは 、outdoorrecreationの 一 部 分 で あ る。 観 光 は ・ こ れ と 異 な

り、recraatiOftのFiに あ る が 、 籏doo炉 鐙tdooぎ 両 藤 に わ た る 屯の で あ るoこ の 理 解 を も と に

して 、 さ ら に 森 林recreationの 内 部 関 係 を とb扱 う た め に 、 昭 和44年 に 出 た 観 光 審 議 会 の 第

一一次 の 答 串 を 森 林recreationの 解 明 の た め に え ん 用 す るsそ れ は 図 一2の と 訟 り で あ る 。

図 一2森 林recreation内 部 の 関係

ヂ国 民 生 活 に 於 け る観 光 の本 質 とそ の将 来 像 」 よ り

こ こで は、 森 林(客 体)と 利 用 考(主 体)と 管理 者 の 三 者 の関 係 と して と らえ て い る。 森 林

recreationな る もの をはつ き りさせ るた め の ア ブm-・ チ を論 こな う と、 森 林recreationは 基

本 的 に は利 用者 とい う主 体 と、 森 林 とい う客 体 との 間 の絹 互 関係 で あ る と考 え られ る。 そ の相 互

関 係 は 、利 用 者 が 森 林 に 何 か を求 め、 森 林 は 何 か を与 え る とい うよ うな精 神 的 な何 もの か をふ く

ん だ もの で あ る。

これ を社 会 的 にみ る と、 管理 者 は主 体(利 用者)と 客 体(森 林)の 間 の媒 介 体 と して 機 能 して

い る と考 え られ るoた とえ ば 、 住民 の 側 か らの要 講 な り要 求 な りが あ る と、 管理 者 は そ れ に 対応

してrecreationの 利 用地 を提 供 す るこ とに な る訳 で あ る。 一 方 、 そ れ は 、 そ の 森 林 地 の 森 林 は

風 致 的意 味 あい が求 め られ るた め に 、 一般 の 森林 地 の取 扱 い の よ うには い か な い と ころが あ る。

そ こに森 林 と管理 者 との相 互 関 係 が 複 雑 に か らみ あ 銚

この研 究 の 方 法 は 、利 用 者(主 体)と 森 林(客 体)の 相 互 関係 を森 林 鍵ecreat三 〇酒 として と ら



え 、 主 体 の 側 か ら 「生 活 空 間 」 を もつ て、recreation利 用 に供 さ れ るi森林 の 取b扱 いの基 礎

的 な問題 と して、 そ の 配 置 問 題 を解 明す る と ころ に あ るsr生 活 空 間 」 を、主{ig-一一環 境 系 で あ

る と、 わ れ わ れ は規 定 した。 こ こで 主 体 は森 林recreation利 用 者 で あ り、環 境 系 は一 般 の 生

活環 境 と、我 々が 問 題 とす る と ころ の森 林 の生 活 環 境 とに わけ られ る。

こ こで は 森 林recreatlon行 動 が 問 題 と なる が 、そ の起 こ る原 因 か ら、 実 際 の活 動 まで を と

らえ る と、 図 一3の よ うな想定 が で きる。

図 一3森 林recreationの 過 程 ク ラ ス タ・一ア ナ リ シ ス に よ つ て

図 一5で は ①そ の生 活 領 域 で は 、 都市 的 生 活 環 境 と生 活 活 動 の根 互関 係 が まず 前 提 とな るo

② 森林recreationの 直 接 的 な動 機 となる もの は 経 済 的 余 裕 、 時 間的 余 裕 と生 活 の 中か ら得 ら

れ る森 林地 のrecreatienに つ い て の 話題 で あ る。そ の 中に は活 動 内容 、 交 通 な どの 情 報 を も

含 凌 れ る もの と考 え られ るo

一 方 で は マ ス ・コ ミに よつ て 情 報が 紹 介 され る場 合 もあ る。 これ らの 電の が基 礎 資料 と なっ

て森 林recreationに 出発 す るま でに活 動 内容 、 所 要 時 間 ・ 交 通 路 とい つ た ものが 整理 さ れ

るo

⑬ 以上 の経 過 をとつ た の ちに 、recreationが お こさ れ る。次 に 移動 の過 程 に では 移 動 能 力 と

接 近 の しゃす さが 問 題 と な る。 そ こで、 こ こで は 一 応 、 移 動 を含 む τec韓 滋lo籔 一一た とえ ば

ハ イ キ ン グ、登 山 な ど 一 が あ るの で 、 そ の活 動 内容 、 あ るい は 時 間 ま で も含 め て考 え た。

④ 森林 で の 行動 は 、 活 動 内 容 と活 動 時 間 と して 把 握 され る。

さ て 、以 上 の よ うな想定 を検 証 す るた め の一 つ の 試 み と して 、福 岡都 市圏 を対象 と して 、福 岡

市近 郊 の森 林 地 に、 例 え ば 油 山 、若 杉 山、 雷 山 … … と、8ケ 所 の調 事地 を も うけ た。tg7o年



の夏 期 の一 斉 調 査 で826通 の デ ー タ を得 た の で、recreation構 造 の解析 の手 は じめ と して 、

この デ ー タ を ク ラス タ ー ・ア ナ リシス に よる要 因分 析 をお こ なつ た と ころ 、二 っ の 要 因群 が あ

る こ とが 明 らか となつ たs

そ の1つ は 、 性 別 。年 令 。す ま い タ イ ブ 。支 出額 ・自家 用 車 な どの 要 因 群 で あ る。(B係 数

は1.79)。 も うひ とつ は 、 出発 地 。グ ル ー プ規 模 。利 用 回 数 ・職 業 な どの 要 因群 で あ る。(B

係 数 は0.94)。

これ らの二 つ の 要 因 群 を、 図一5で 示 した 想 定 図 に あて は め て み る と、 す ま い タ イ プ ・支 出

額 。 自家 用 車 な どの 項 目は生 活 領域 の経 済 的要 因の 粋 内 に あて は ま る もの で あ る と考 え られ 、

も うひ とっ の 要 因群(出 発 地 ・グ ル ー プ規 模 ・利 用 回 数 な どの 要 因)は 移 動 過 程 の 要 因 を う ら

ず け る もの で は なか ろ うか と うけ とつ て お る。 今 後の 展 開 に つ い て は 図 一4に お い て 示 す とお

り、 この 方 法 の 地 域 分析 へ の 移 項手 順 を新 しい要 因 を加 え て い く方法 で展 開 した い と考 え て い

る。

図一4地 域分析への移行過程

そ の 手 順 につ い て説 明 す る と、 ① 森 林recreation行 動 の 要 因 分 析 か ら一 応 の構 造 解析 をお

こ な う。 ② それ を基 礎 と して、 現 実 の 吸 引 圏 と都 市 圏 の 八 口の 分 布(配 置)と をか らみ 合 わ せ

て 、 そ の 吸 引 圏 の理 解 をす す め る。 ③ さ らに 都 市 の 生 活環 境 指標 を導 入 して 、 図 一4の ③ に 示

す よ うに、 吸 引 圏 、 八 口の分 布(配 置)と 都 市 の 生 活環 境 指標 の 分 布 とか ら、何 らか の利 用 の

ポ テ ン シ アル 尺 度 の 指定 をお こな い た い と考 え てい る。 ④ 次 に 福 岡都 市 圏 における 森 林 の 分 布

と、recreation利 用 地 の 活動 内容 と、 そ の吸 引圏 と、 さ きに 指 定 した利 用 ボ テ ン シア ル の 推



定 の 四者 の 関係 を取 り扱 い 、 地 域 の生 態的 研 究 と して 森 林 のrecreation利 用 の尺 度を設定 し

た い と考 え て い る。

以上 の よ うな 方法 で、 図 一2に お け る 森林recreation利 用者 とi森林 の 関 係 とを明 らか に し

て い くこ とが、 この研 究 の 最 終 目標 で あ る。


